
西部太平洋赤道反流域の漂流物について

秋重　祐章,吉 村　 浩,西 田　英明,久 野　俊行,森 井　康宏,青 島　 隆

 Flotsam in the Equatorial Counter Current Region of the 
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    Types and densities of flotsam in the Equatorial Counter Current area of the western Pacific were recorded 

for 19 years. In all 16 types were observed, of which drift wood accounted for 81%. Densities of flotsam fluctuated 

seasonally, presumably reflecting the seasonal flucutuation of rain fall on the lands where flotsam originated. The 

densities were relatively low in the years of El Nino period. 

    Responses of fish on echo-sounder record positively related with the size of drift wood, whereas the effect 

of the flotsam size on catch with purse seine was obscured by a high degree of variance in the latter. Out of 

69 hauls of the purse seine operated during the survey period for training purposa, two hauls yielded more than 

100 tons of skipjack indicating extremely large school of fish sometimes accompany flotsam.
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の調査を行なったことが5回あり，旋網の操業も行なった。

本報告で扱った資料は，Fig．1に示した水域のものほか，そ

の北側の一部のミクロネシアの経済水域のものも含む。

　七洋丸の上記海域への練習航海は，カリキュラムの都合上

もっぱら7－11月に限られている。そのため，本海域におけ

る漂流物についての周年の資料は得られなかった。

　また，練習航海では，あらかじめ航海日程が定められてい

るため，台風の発生状況によって調査海域での滞在日数が左

右されるので，各年・各航海毎の調査日数と調査のための航

走距離には大きな変動があった。特に，1979年には台風に妨

げられ，また1984年には他海域におけるミクロネシアとの共

同調査のため，本海域での調査はできなかった。

調　査　方　法

Table　1．　The　number　of　flotsam　by　types　observed　by　T／V

　　　　Kakuyo－maru　in　the　Eauatorial　Counter　Current　of

　　　　the　western　Pacific，　1976－1994

Type　of　flotsam　Number　observed Percentage

　調査水域を航海する間，それぞれ複数の人員（船員および

実習生）が船橋，コンパスデッキおよび魚見台に配置され，

双眼鏡を用いて漂流物の発見に努めた。’凪の日であれば，長

さ2m程度の漂流物は，船の進路に沿って距離約2海里以内

ではほとんど全部発見でき，長さ約10mのものでは5海里程

度離れていてもほとんど見落とすことはなかった。

　漂流物を発見した場合には，日時とともにその種類を記録

した。ただし，長さ1m以下の漂流物には魚群が付くことは

ほとんどないため対象外とした。1988年以降，漂流物のうち

特に流木については目測による長さを記録した。

　同時に低速（5ノット程度）で漂流物周辺を回りながら，

魚群探知機（古野電気製，FE881Mk］1）により魚群の

反応を調べ，反応の強さを経験により，次の4段階に分けて

記録した。1）強：大きな反応が単独でまたは大小の反応が

数多く現れ，反応の濃さが海面反射の濃さに近いもの，2）

中：強と弱の中間程度のもの，3）弱：小さな反応が2～3

個現れ，かつ反応の濃さが海面反射の濃さの1／4程度のも

の，4）無：全く反応が認められなかったもの。

　魚群反応の認められた漂流物の一部については，標識ブイ

をつけてそのまま放置し，翌早朝，旋網による試験操業をお

こなった。
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結果および考察

1．漂流物の種類

　1976～1994年の間の航海で総計582個の漂流物を発見・記

録したが，それを種類別に分けるとTable　1のようになる。

全部で16種類が記録されているが，流木がもっとも多く，全

体の81％となった。

　流木の多くは枝や根のついているものであったが，なかに

は材木として切り出されたものが流失したと思われる丸太も

あった。

　パヤオは海面に竹工を浮かべて碇訳し，彙集した魚を漁獲

するもので，パプアニューギニアからフィリピンにかけてひ

ろく用いられている。表に掲げたものは，嵐により，または

古くなって碇冠したロープが切れて漂流している筏の部分で

ある。児島1）は島根県沖のシイラ漬け漁場では，山口県など

西方の漁場から流されてきた「流れ漬け木」がしばしばみら

れることを報じている。

　カヌーが5回発見された。くり舟構造またはくり舟の船底

に側板をとりつけた丁丁造船で，全長5－8m，巾50－80cm

程度のものであった。いずれも流失してからかなりの歳月を

経ているようにみかけられ，元来アウトリガーが付いていた

かどうかはっきりしなかった。ボートは3回発見され，長さ

7－8m，巾150cm前後のものであった。構造船型の小型の

無動力船で，水船状態で漂流していた。これらはいずれも，

時化や洪水により流失「したものであろう。

　クジラの死骸が1回記録された。全長12m前後の小型のも

のであったが，腐敗が進んでおり，種類ははっきりしなかっ

た。

2．漂流物の分布密度

　1986年までは，鶴洋丸が本調査海域を訪れたのはもっぱら

10月下旬から11月上旬にかけてであった。1987年からそれに

加えて7月中旬にも調査を行なうようになり，更に，1988～

1990年の3年間は8月下旬～9月上旬にも実施した。結果と

して調査海域における鶴洋丸の総航走距離数は，7月中旬

（以下7月と略す）に5，935海里，8月下旬～9月上旬（以

下8－9月）に1，604海里，10月下旬～11月上旬（以下10－

11月）に8，071海里となった。

　上の3つの季節に分けて，航走100海里当たりに発見され

た漂流物個数（以下，分布密度と呼ぶ）を年別に示したのが

Fig．2である。分布密度には季節により，年によってかなり

の変動がみられた。一番密度の高かったのは1990年8－9月
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の7．6個であり，1989年10－11月の6．9個がこれに次ぐ。多

くの場合，分布密度ははるかに低く，特に10－11月には17年

間のうち半数以上の9年において2個以下であった。仮に日

中12時間をすべて漂流物の探索に当てたとしても，その間に

走；れる距離は約150海里であるから，7．6個／100海里の密度

であっても，1日当たり11．4個，平均して1時間に1個弱の

割合にしか過ぎない。

　Fig．2をみると，漂流物の分布密度にはかなりの季節変化

があることが伺われる。全調査期間の平均値をとると，7月

が3．2個，8－9月が4．6個，10－11月が1．9個である。

　データが比較的揃っている1987－1994年の7月と10－11月

では前者の3．2個に対し，後者は1．6個で1／2であった。この

ときの分布密度を漂流物の種類別に示すとTable　2のと

Table　2，　Comparison　of　densities　of　major　types　of　flotsam　be－

　　　　tween　seasons　in　the　years　1987－1994．　Densities　are

　　　　expressed　as　the　number　of　pieces　found　per　100　M　of

　　　　crulsmg．
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おりである。7月の密度は10－11月に比べ，流木では約2倍

であるが，ヤシや竹では3－6倍に達していた。そしてこれ

らには根がついているものが多く，発見時から遡って数ケ月

以前の内に出水により陸から海へ洗い流されたもののようで

あった。

　本調査海域にはその位置からみて赤道反流が流れていると

考えられ，10・11）事実，鶴洋丸はこの海域で夜間漂泊中，風向，

風力に関係なくほとんどの場合東方へ流されている。従っ

て，調査海域で発見される漂流物の多くは，パプアニューギ

ニアやインドネシア東部の島々に起源し，南赤道流や赤道反

流によってFig．1に示したような経路をとって運ばれたも

のと思われる。

　パプアニューギニアのラバウルおよびインドネシアのメナ

ドとウジュンパンダンの平均月別降水量はTable　3の如く

である。12）表によると，これらの地域では12月から翌年3

月までを中心にして特に雨量が多い雨期であり，7－10月に

は雨の少ない乾期である。当然，陸から流出する樹木や竹は

Table　3．　The　monthly　precipitation　（mm）　at　three　locations　ad－

　　　　jacent　to　the　survey　arear　averaged　over　30　years，

　　　　1961－1990．　（after　Japan　National　Astronomical　Ob－

　　　　servatory，　1994）．
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Fig．　2．　Densities　of　flotsam，　expressed　as　the　number　of　pieces

　　　found　per　100　M　of　cruising，　by　seasons　and　by　years．

　　　Flotsam　smaller　than　1　m　in　length　were　not　recorded．

　　　Total　distance　covered　in　each　season　is　shown　in

　　　parentheses．　El　Nino　periods　are　shown　by　shaded　bars．

　　　The　absence　of　the　bar　shows　，the　absence　of　data．
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雨期に多く，乾期には少ない筈で，その変動が外洋における

漂流物の密度の季節的変動となって現れるであろう。　調査

海域の漂流物が，先にFig．1に示した経路をとったと仮定す

ると，ニューギニア島西部（Fig．1のa付近）に起源する

ものはスラウェジ島東方（Fig．1のb付近）を経て調査海域

の西部および東部（Fig．1のAおよびB）までのそれぞれ約

900海里および約1，460海里を漂流することになる。そして，

南赤道流と赤道反流の平均流速は0．5－1ノット程度であるか

ら，11）この漂流に要する日数はそれぞれ37－73日および61－

121日と計算される。同様にして，スラウェジ島に起源する

漂流物は20－40日を経てA付近に，また44－88日を峰てB付

近に達する。前述したように，調査海域において7月に比べ

10－11月に漂流物が少なく，特に樹木や竹においてその差が

著しいのは，　7－10月が漂流物の補給源となる地域の乾期

に当たるためであろう。

　同じ季節であっても，漂流物の密度にはかなりの年変動が

みとめられる。Fig．2にのように，10－11月の漂流物の密

度は1982年の0．4個から1989年の5．9個の間で変動している。

　Ropelewskiらは，エルニーニョ現象の発生期間中には太

平洋赤道域の雨域帯は中部に移動し，西部での雨量が平年よ

り少なくなるとしている。13）つまり，太平洋赤道域の西部

に位置するパプアニューギニアやインドネシアでの雨量はエ

ルニーニョ現象の発生年には少なく，従ってこれらの地域か

ら流出する漂流物の数も少なくなることが予想される。

　本調査期間の間のエルニーニョ現象の発生状況はTable　4

のとおりであり，14）そのような年をFig．2では斜線で示し

た。エルニーニョ現象の発生年の漂流物の密度は，多くの場

合その季節の平均密度をはるかに下回っており，上記の予想

の確からしさを示している。

Table　4．　Occurrences　of　El　Nino　during　the

　　　　survey　period．　（after　Ocea－

　　　　nographic　Section，　Mete－
　　　　orological　Agency，　1994）
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Fig．　4．　Percentage　compositions　of　echo－sounder　response

　　　strength　around　flotsam　of　respective　size　classes．

　　　　Solid，　dotted，　and　open　bars　denote　moderate，　weak，

　　　　and　no　response，　respectively．

3、漂流物と魚群の付き

　1988年以降，漂流物のうち流木のみについては目測により

その大きさを5段階に分けて記録した。記録された合計251

本の流木の大きさ別頻度分布はFig．3のとおりである。長

さ2－5mのものが全体の52％ともっとも多く，6－10mの

ものがこれに次いだ。時には20mを越える大きなものもみら

れ，調査期間中に13本記録されている。

　上記の流木のうち211本については，魚群探知機により魚

影の記録をとった。流木の大きさ別に魚探反応の強さの組成

を示したのがFig．4である。ただし，本調査期間中には，

流木に付いた魚群について「強」の反応はみられなかった。

図から明らかなように，大きな流木ほど魚群の付きがよく，

「中」の反応が記録された流木は長さ20m以上のものでは50

％に達したのに対し，2－5mのものでは7％にしか過ぎ

ず，2m以下では皆無であった。反面，魚探反応「無」の割

合は小さい流木ほど高く，2m以下の流木では80％を占めて

たのに対し20m以上のものでは25％にすぎなかった。

　鶴洋丸は本調査期間中に73回の旋網操業をおこなったが，

そのうち69回（95％）は漂流物に付いた魚群を対象としたも



要 約

1)西 部太平洋の赤道反流域で,過 去19年間漂流物の種類や

分布密度を調べた。

2)漂 流物の種類は16種類におよんだが,流 木が最も多く全

体の81%に 達した。

3)漂 流物の分布密度は季節により異なり、雨期 と乾期の影

響があることが示唆された。

4)エ ルニーニョ現象発生年の漂流物の分布密度は,多 くの

場合その季節の平均分布密度を下回った。

5)魚 探反応の強さが流木の大きさと正の相関関係を示した

が,漁 獲は変動がきわめて大きく,漁 獲高と流木の大き

さとの関係ははっきりしなかった。

6)カ ツオ ・マグロは時として大群となって漂流物に付 くこ

とがあり,100ト ン以上の魚群を網に入れたことが2回

あった。
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